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密閉縦型発酵装置の排気熱を利用し温水を作り畜舎の暖房に利用方法の検討 

［要約］ 密閉縦型発酵装置の排気熱を回収し畜舎暖房で利用するシステムを検討し

た。密閉縦型発酵装置の約 60℃の排気を熱交換器に通し 50℃以上の温水を得た。得ら

れた温水を熱交換器、温湯パネル、貯湯タンク、熱交換器の順に循環する系で利用した

ところ、温水の熱量は、配管で 8.4％、貯湯タンクで 2.9％を損失した。 
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［背景・ねらい］ 

密閉縦型発酵装置で家畜ふんを堆肥化処理する際に発生する発酵熱の一部は排気ととも

に大気に放出されている。そこで排気中の熱を回収し畜産経営内で有効利用するシステム

を構築するため、密閉縦型発酵装置で得られた温水を温水循環式の床暖房用マットで利用

し熱損失等を調査検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

当所の密閉縦型発酵装置（発酵容積 10m3）で豚ふん及び鶏ふんを堆肥化した。その際、

装置排気を熱交換器に導入し温水を得た。得られた温水は、パイプハウス内に床材を組ん

で作成した擬似豚舎内の床上に配置した子豚暖房用の温湯マット（種類：温水循環マット

ヒーター）に通水した（図１及び表１）。その際、熱交換器、温湯マット、貯湯タンク及

び熱交換器のように循環する系とし、それぞれの機器の入口と出口の水温を測定し熱量を

算出した。熱交換器、温湯マット及び貯湯タンクの入排水温度を 10 分間隔で計測するとと

もに循環流量１及び５L/分時の熱量を試算した。試験は、平成 27 年 12 月から平成 28 年１

月に実施した。 

1 約 60℃の装置排気を熱交換器に導入することで約 50℃の温水を得た（図３） 

2 循環水量が大きい方（５L/分）が、各地点での温度低下が少なく、熱損失が少なかった

（図２）。 

3 熱交換器の入気及び排気の熱量差 9.2MJ/時と入水及び排水の熱量差 7.5MJ/時から算出

した熱交換効率は 88％であった（図３）。 

4 熱交換器で得られた熱量 61.8MJ/時のうち、配管（約 30ｍ）での熱量損失は 8.4％、貯

湯タンクでの熱損失 2.9％であった（図３）。 

5 ハウス内温度が、０℃付近になる日も見られたが、温湯マット上の温度は平均で

26.5±3.8℃となった（データ未掲載）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

熱交換器で得られた温水の熱量が、子豚舎の床暖房に用いる熱量の代替えとなるか検討

する。 



 

 

［具体的データ］ 
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図１　擬似豚舎内の温湯マット設置状況

表１　使用機器概要

名称 規格 数量

熱交換器
360×360×245（mm）

伝熱面積2.62m2
1台

温湯マット L1,000×W500×H26（mm） 3枚

貯湯タンク 2,000L 1基

循環ポンプ 0.08kW 1台

入水 貯湯タンク排水
54.3MJ/時 57.4MJ/時
（44.8℃） （47.3℃）

↑

貯湯タンク

↑
入気 排気 排水

78.5MJ/時 69.3MJ/時 59.2MJ/時
(59.5℃) （58.2℃） （48.8℃）

↑

温湯マット

↑
排水 入水

61.8MJ/時 59.7MJ/時
（51.0℃） （49.2℃）

図３　熱利用の状況と熱収支

-3.1MJ

-2.1MJ

-1.8MJ

流水量5L/分

-0.5MJ

熱交換器

P

循環ポンプ

30

35

40

45

50

55

熱
交
換
器
入
水

熱
交
換
器
排
水

温
湯
マ
ッ
ト
入
口

温
湯
マ
ッ
ト
出
口

貯
湯
タ
ン
ク
出
口

熱
交
換
器
入
水

熱
交
換
器
排
水

温
湯
マ
ッ
ト
入
口

温
湯
マ
ッ
ト
出
口

貯
湯
タ
ン
ク
出
口

流量1L/分 流量5L/分

水温

（℃）

図２ 各測定地点の水温（流量１及び５ℓ/分）
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